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株式会社パターンアート研究所

ࣾはプリント基板（थࢷͳͲでできた板状の部品。電
子部品や集ੵճ࿏をͭͳ͙ઢ等を高密度に組み込Μͩ
ので、電気製品のओཁ部品のͻとͭ）のパターン設計（ճ
࿏ਤを基にプリント基板上のパターンに実現する技術）業
を中৺として、プリント基板を製作する上でのલ工程に͋た
るճ࿏設計や、組み込みソフトウェアの開発ͬߦている。

これΒの業に加え、ۙはライフサポート開発業手
͕けている。岩手大ֶ工ֶ部機ցシステム工ֶՊバイオ・
ロボティクス部のメンバーととに共同開発をߦい、これ
·でに「筋電スイッチの開発」、「リハϏリテーション༡具へ
の応用」ͳͲに取り組Μできた。

その中のͻとͭに、̐程લ͔Β取り組Μでいる、舌運動
に関する研究͕͋る。舌をࢧえる筋「舌ࠎ上筋܈」には、
表面筋電Ґとい͏生態信߸͕ྲྀれており、筋を動͔すと
発生するඍऑͳ信߸や৺電計にөる৺電ਤの波形これの
同ྨに͋たる。「口の中の手」と称される舌の動きによる
生態信߸を検出し、手にมΘるҙࢥୡや֎部機器制御
の手ஈにすることを目ඪに研究している。

共同開発の中で͕ࣾ୲しているのは、舌運動を精密
にัଊするための舌筋センサーシステム、及び舌筋センサー
シート電極の開発で͋る。この͕̎ͭ商品開発に向けて開発
しͳけれͳΒͳいので͋ͬた。

平成 22 に作製した舌筋センサーシート電極の試作機

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ैདྷ機よりൽෘとの密ண性や対ノイズ性を向上させるた
め、バッファճ࿏（電極ʵൽෘؒのインピーダンスを低イン
ピーダンスにมする؇িճ࿏）を組み込Μͩ、一体型筋
電ଟチϟネル電極シートを試作した。

試作するࡍ、電極シートにバッファճ࿏を組み込Ήことは
非常にࠔ難を極め、シート形状や基ຊ的機構を࠶検౼する
ඞཁにഭΒれた。このため、ॳのۜ電極をワイヤーで接ଓ
してシリコン（Si）シートにڬΉ構造͔Β、バッファճ࿏と
ۜ電極を組み込Μͩ、ॊೈͳフレキシブル基板をシリコンゴ
ムシートでڬΉ構造へとมߋし、ղܾをਤͬた。

·た、バッファճ࿏を組み込Μͩアクティブ電極͔Βの出
力電ѹはඍ小で͋るため、ղੳ用パソコンに接ଓするために
は、出力電ѹを૿෯するඞཁ͕͋る。出力電ѹを૿෯する
装置としてアンプボックス（ANQBoY）を使用していた͕、
ࣾのैདྷ品は、طଘの筋電用オプアンプ（O1AM1）を

Ռ
口腔内に直接計測装置を挿入することなく、安
全に舌運動を計測し識別することのできる舌筋
センサーシステムの基礎を確立した。重度障
がい者の生活支援と、嚥下障がい者のリハビ
リ支援が期待される。

Ңܦ
舌の動きによる生態信号を検出
し、手足に変わる意思伝達や外
部機器制御の手段とするため、
舌筋センサーシート電極の開発
に取り組む。

༰ࢪ࣮
従来型よりも皮膚との密着性や
対ノイズ性を向上させるために、
バッファ回路を組み込んだ一体
型筋電多チャネル電極シートを開
発した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

実用にଈしたウェアラブルͳ電極シートとするために、舌
運動動作ਪ定アルゴリズム（をղܾするための方法や
手順）の開発を研究している岩手大ֶ工ֶ部ࠤʑ研究室
との共同研究を進め、݈常者を対象とした実ݧ・テストを
した。開発した電極シートと舌運動計測装置ࢪりฦし実܁
の計測精度、及び有効性を検ূ。ैདྷ手法とは異ͳり口ߢ
内に接計測装置をૠ入することͳ͘、҆શに舌運動を計
測しࣝผすること͕Մ能で͋るとい͏舌筋センサーシステム

バッファճ࿏を組み込Μͩ一体型筋電ଟチϟネル電極シー
トは「舌コントローラ」と໋໊し、ॏ度ো͕い者の生活ࢧ
ԉと、ᅞԼো͕い者のリハϏリࢧԉに期している。ॏ度ো
͕い者は、舌を動͔すことによりφースコールやスマートフォ
ン、パソコン、電動車いすͳͲ༷ʑͳ機器を制御できるՄ能
性͕͋り、·たᅞԼো͕い者の場合は、舌のリハϏリを兼ね
たパソコンήームを開発し、舌の動きを利用しマウスカーソ
ルを動͔すこと͕舌のリハϏリにͭͳ͕ることとͳる。ࠃ内
におけるઁ৯・ᅞԼো͕い者は現在 5�� ສਓとਪ定され
ており、この͏ͪ「ೝ機能͕低Լしていͳいױ者」と、「舌
やֺを動͔せるॏಞではͳいױ者」に対しຊ製品の利用は
Մ能とみており、およその 25� ສਓをݟ込Μでいる。

さΒに平成 2� 度のࠃ立ࣾձ保ো・ਓ口研究によ
るຊのকདྷਪ定ਓ口によると、ޙ期高ྸ者は平成 32
に ���� ສਓ、平成 3� に 22�� ສਓに上ると༧測
している。

者ʑ૿ױ期高ྸ者の૿加にい、ᅞԼো͕いޙ
えてい こ͘と͕༧され、市場の拡大をݟ込Μでいる。

は、22 ߸のۜ（Ag）電極をֺのԼに取り付け、生態信ݸ
で͋る表面筋電Ґをײするタイプとした͕、電極の一ͭͻ
と͕ͭൽෘと機能的に密ணせͣ、表面筋電Ґ信߸にཚれ͕
生͡、表面筋電Ґをਖ਼確にײできͳいこと͕ଟ͔ͬた。こ
のため、試作ޙに製造したैདྷ機とൺ、電極とൽෘとの
密ண性や対ノイズ性を向上させた高性能のアクティブタイプ
舌筋センサーシート電極の開発に取り組Ήこととした。

使用しており、A2 サイズ程度の大きさで͋ͬた。ウェアラ
ブル化（接に付けΒれる΄Ͳ小さいコンピュータ）を
に入れ、小型の電子部品を利用したアンプボックスミニࢹ

（ANQBoYMiOi）を開発し、大きさは A� サイズ程にͳͬた。
開発を進めてい͘ա程で、ධ価関機関より、ଟチϟネ

ル電極によるଟ機能ͳのではͳ͘、単機能の筋電検出や
定を͏ߦスイッチにधཁ͕͋ることをฉき、ධ価関機関
のڠ力をಘͳ͕Β、舌筋や上の筋電によりスイッチを ON
ʗOFF させるͩけの単機能の「筋電スイッチ」を試作した。

この「筋電スイッチ」は、関機関と被ݧ者のڠ力をい
たͩき、φースコールボタンの代ସ品としてྟচ試ݧを実ࢪ
した。その݁Ռ、ධ価関機関や被ݧ者Ո͔Βධをい
たͩき、ޙࠓの研究開発テーマとしてຊ事業とはผにૣ期
の実用化を目ࢦして開発を進めることとしている。

の有効性を確ূした。ޙࠓは、ো͕い者や高ྸ者を対象と
するフィールドテストをߦいシステムの有効性ධ価の෯を
げ、実用化にͭͳげる。

バッファ回路を組み込んだ一体型筋電多チャネル電極シート。大きさと重さを改善した。

従来型はバッファ回路を組み込んでいないため、
ノイズの影響を受けやすかった。

舌運動計測装置一式。
AmpBox は改良によりA2からA4まで縮小することに成功した。

嚥下障がい者用リハビリ支援ゲーム。舌の動き
でカーソルを動かすことで訓練につながる。

取締役花巻事業所所長の斎藤政樹（右）さんと、開発プロジェクトを担当した
鎌田勝裕さん（左）。

プリント基板パターン設計、基板製造、部品実装、ハーネス、
電子機器のハードウェア設計開発、FPGA／組み込みソフ
トウェアの設計開発、各種プリント基板の復刻（複製）、
各種プリント基板修理・改修業務、設計技術者の派遣

医療・バイオ
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